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　令和年月日から、気象庁は「新たな防災
気象情報」の運用を開始した。運用開始から約
カ月が経過し、新しい情報体系にも少しずつ慣れ
てきた頃である。しかし、災害はいつ発生するか
わからない。いざという時に自分や家族の命を守
るためには、防災気象情報の意味を正しく理解し、
適切な行動につなげることが重要である。
　今回の見直しによる大きな変更点の一つは、情
報名に警戒レベルが示されるようになったことで
ある。「レベル：注意報」「レベル：警報」
「レベル：危険警報」「レベル：特別警報」
のように、情報を見ただけで災害の危険度を把握
しやすくなった。
　二つ目は、対象となる災害が整理されたことで
ある。新たな防災気象情報では、「河川氾濫」
「大雨」「土砂災害」「高潮」の種類の災害に
ついて、それぞれの危険度に応じた情報が発表さ
れる。
　三つ目は、気象庁などが発表する情報と、住民
がとるべき行動との関係が明確になったことであ
る。例えば、「レベル：危険警報」が発表され
た場合は、危険な場所にいる人は全員避難するこ
とが基本となる。一方、「レベル：特別警報」
は、すでに災害が発生している、または発生が切
迫している可能性が高い状況を示す。この段階で
は安全な避難が難しい場合もあるため、その場で
命を守るための最善の行動を取ることが求められ
る。
　特に注意したいのが河川氾濫である。河川の危

険度の伝え方は、河川の種類によって異なる。洪
水予報河川（国や都道府県が水位を常時監視して
いる河川）では、河川の水位や雨の状況を基に、気
象庁と河川管理者が共同で洪水予報を発表する。
これにより、河川の危険度を早い段階から把握す
ることができる。
　一方、洪水予報河川以外の河川では、洪水予報
が発表されない場合がある。その場合は、大雨警
報や危険度分布（キキクル）、自治体からの避難
情報などを確認し、自ら危険を判断することが必
要である。特に中小河川では、短時間の大雨によ
って急激に水位が上昇することがあり、「情報が
発表されていないから安全」とは限らない。
　近年、全国各地で集中豪雨による河川氾濫や浸
水被害が発生している。防災気象情報は、単に災
害の危険を知らせるものではなく、私たちが「い
つ、どのような行動を取るべきか」を判断するた
めの重要な情報である。
　皆さんは、いざという時に備えて、自宅周辺の
危険箇所や避難場所、避難経路を確認しているだ
ろうか。災害はいつ発生するかわからない。日頃
から防災気象情報の意味を理解し、早めの避難行
動につなげる準備をしておくことが、自分自身や
大切な人の命を守ることにつながるのではないだ
ろうか。

　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手
大学地域防災研究センターのホームページ「公開
情報」で閲覧できます。

（　８　）２０２６年（令和８年）８月１１日　　　（火曜日）

現在の九戸村役場

　洋野町は、「洋野町地域公共交
通計画策定業務」の公募型プロポ
ーザルを実施した結果、福山コン
サルタントを優先交渉権者に決定
した。同業務では、交通実態や課
題などを把握し、地域公共交通計
画を策定する。業務対象範囲は町
内全域で、委託期間は年月
日までを予定している。
　同業務では、人口減少の進行な
ど、公共交通を取り巻く環境が変
化していることから、地域特性を
踏まえた持続可能な交通体系の再
構築に向けて、交通実態や課題、
町民ニーズを把握。公共交通の将
来像を明確化するとともに、関係
主体の役割や施策を整理し、まち
づくり関連計画との整合を図りな
がら、同町地域公共交通計画を策
定する。
　同交通計画の計画期間は、年

度から年度までの年間とす
る。同業務では、①同町および公
共交通の現況整理に関する調査②
移動実態や公共交通事業者の運行
課題の把握③公共交通を取り巻く
課題の整理④基本方針・目標指針
・施策の検討⑤交通計画（案）の
取りまとめ―などを実施する。
　①では、地域特性をはじめ、路
線別の運行状況や利用者数などに
関する既存データを整理。同町総
合計画などの上位・関連計画にお
ける公共交通の位置付けや、関連
性などを整理する。
　②では、町民の日常生活におけ
る移動実態や公共交通の利用状
況、問題点などを把握するため、
公共交通の満足度や、期待する役
割、改善内容、維持に要する費用
の負担のあり方、意見などに関す
るアンケート調査の立案、調査票

の作成、調査の実施、結果の集計
・分析を行う。アンケート調査の
対象者数や調査項目などは、受注
者の知見などにより提案すること
としている。
　さらには、公共交通の運行に関
わる運行事業者などを対象にヒア
リング調査を実施し、公共交通の
現状と課題、利用者・町民の意見
を把握する。町営バスの利用者に
関する調査などを実施し、必要に
応じて便別・バス停留所別の乗降
客数の集計・分析を行う。
　③では、運営面、サービス面、
運行システム面、まちづくりとの
連携などの公共交通を取り巻く課
題を整理。
　④のうち、基本方針の検討とし
ては、人口減少や高齢化の進行な
どにより生じている公共交通の課
題を整理し、同町における公共交
通の将来像を基本方針として設定
する。公共交通が果たすべき役割
を明確化し、今後の取り組みの方
向性を検討していく。
　目標指針の検討としては、基本
方針の実現に向け、計画期間を見
据えた基本目標を設定するととも
に、進ちょくや効果を評価するた
め、指標およびＫＰＩを検討する。
目標の設定理由や目標年次を整理
し、目標指針を取りまとめる。
　施策の検討としては、基本方針
および目標指針に基づき、地域特
性や課題を踏まえた具体的な施策
・事業を検討する。路線や運行形
態の見直し、利用促進策など、施
策の方向性や選択肢を整理し、交
通計画（案）の検討につなげるこ
ととしている。
　各種検討の結果を踏まえ、対応
方針や具体的施策などを整理し、
交通計画（案）を作成する。合わ
せて交通計画全体の構成や内容を
整理し、関係者協議などに資する
計画（案）を作成する。
　このほか、今回の業務には、各
種会議の開催支援なども委託内容
に盛り込まれている。
　提案上限額は、万円（消費税
および地方消費税相当額を含む）
と設定されていた。

　九戸村は、庁舎の老朽化対策と
役場利用者の利便性向上に向け
て、役場庁舎の屋根改修とエアコ
ン設置を計画。一般会計の第号
補正予算に工事請負費として億
万円を計上した。いずれも
月中の入札を予定している。
　同村伊保内第地割―地内
にある役場庁舎は、年の築。
村役場と保健センターを含み、施
設規模は鉄筋コンクリート造階
建てで延べ床面積は．平方
㍍。
　築年以上が
経過し老朽化が
進行しており、
庁舎内の多くの
箇所で雨漏りが
確認されている
ことから、屋根
の防水改修を実
施する。
　また江刺家と
戸田の支所には
エアコンが設置
済みであるが、
本庁舎にはエア

コンが未設置。近年の猛暑の極端
化と長期化を踏まえ、役場庁舎を
訪れる村民の利便性と快適性を向
上させるとともに、職員や議員の
職務環境改善を図るためエアコン
設置を行う。
　屋根改修とエアコン設置に係る
設計業務は、大畑建築設計が担当
した。村では一般会計の第号補
正予算に工事請負費として億
万円を計上。屋根改修、エアコ
ン設置ともに月中の入札を予定
している。

　県南広域振興局花巻審査指導監
は、条件付一般競争により「一般
国道号竪川目地区流雪溝取水
方式検討業務委託」を入札した結
果、東開技術が万円で落札し
た。
　業務対象地域は、北上市和賀町
竪川目地内。一般国道号竪川
目地区において、冬期間の安全で

快適な空間確保のために、老朽化
に伴う流雪溝揚水機械設備の現況
評価を行い、取水方式の検討を行
うもの。
　対象施設の施設名は号井で、
構造形式は揚水井。委託予定期間
は日間となっている。
　業務内容は、計画準備や路線測
量、流雪溝用揚水機械設備調査、
流雪溝概略設計。
　流雪溝用揚水機械設備調査で
は、揚水機械設備調査について立
地環境や交通状況、通行規制の要
否、近接手段などを確認し、調査
計画書を作成。既設揚水機械設備
を引揚、各設備の点検、揚水機械
据付を行う。
　流雪溝概略設計では、路線測量
成果をもとに既設導水路の位置や
断面を調査。取水施設方式の検討
資料として、既設取水源の既往資
料を収集し、その内容を整理・把
握し、既設揚水井の引揚調査と導
水路調査結果を踏まえ、既設揚水
井を改修する案と新たに取水源を
設置した案の比較検討を行い、最
適な取水方式を検討する。

　一関市は、室根町の林道桐木線
の桐木橋について補修を計画す
る。林道施設長寿命化修繕計画に
基づき実施するもので、今月の制
限付一般競争で工事が公告中とな

っている。
　桐木橋は、室根町津谷川字葛ケ
沢地内に位置。．㍍で、年
に架設された橋となっている。
　市の林道施設長寿命化修繕計画
については、年度に市内の林道
に係る橋について点検するなど
して策定。年度には、橋長㍍
未満橋、橋長㍍以上橋につ
いて点検したもので、林野庁イン
フラ長寿命化計画（行動計画）に
係る個別施設計画作成に当たり、
林道橋の定期点検と診断を実施し
た。
　加えて、林道橋の経済的な管理
を計画的に実施するため、今後高
齢化する橋梁に対し、従来の事後
的な維持管理ではなく予防的な修
繕を実施できるよう、点検が完了
した橋梁について、点検や健全性
診断結果に基づき、橋梁長寿命化
修繕計画を策定。修繕コストの削
減と橋梁の長寿命化を図っていく
こととしている。
　今回の桐木橋の補修工事は、施
工延長．㍍で、道路土工一式、
橋梁補修工一式、仮設工一式を内

容とする。工期は日間。
　橋梁補修については、上部工の
主桁で断面修復工（左官工）、ひ
び割れ補修工（注入工、補填工）、
表面保護工（表面含浸工）、水切
り工（ＦＲＰ水切り工）を行う。
下部工の橋台では、断面修復工
（左官工）、基礎洗堀対策工（底
張りコンクリート）を実施。袖擁
壁での基礎洗堀対策工（コンクリ
ート補填工、底張りコンクリート）
も進める。


